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はしがき

動脈硬化病変の形成には炎症反応が重要な役割を果たすことが明らかにされ

ている。我々はインスリンが培養平滑筋細胞において炎症性サイトカインであ

るmonocytechemoattractant protein-1(MCP-1)の発現を転写因子 CABPの核内発

現増加を介して充進させることを見い出した。さらに C厄BPによる MCP-1遺

伝子の転写調節には我々が過去に報告した調節部位以外に、プロモーター領域

-192塩基から-124塩基を介する調節が関与することを見いだした。本研究では

その調節領域の詳細とその機構を明らかにすることを目的とした。本研究の成

果として C厄BPhomologous proteinの役割とその調節部位を特定することがで

きた。
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